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富国生命保険相互会社

相互会社としての使命

安定した利益を確保し、配当還元の充実を通じてご契約者の実質的な保険料負担の軽減を
図ることが相互会社としての使命であり、保険会社としていかなる時にも保険金等を確実に
お支払いすることが最も重要な責務であると考え、実践しております。

リスク管理および資産運用の高度化、
運用効率の向上

お客さまの満足度の向上
自己資本の強化と配当還元
の充実をバランスよく実施

安定した利益、
強固な財務基盤

保険金額ベース
と保険料ベース
の両方を重視

業績
単なるトップラインの競争ではなく、

保険金額ベースと保険料ベースの業績を重視

配当
実質的な保険料負担の軽減

利益
安定した利益の確保による、

自己資本の強化と配当還元の充実
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富国生命保険相互会社

新型コロナウイルス感染症への対応
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ご契約者の皆さまへ

いま、私たちは、これまで経験したことのない不安を感じています。
新型コロナウイルスは、私たちの知らないうちに身近なところまで
広まっており、私たちの生活、仕事、学校、そして社会全体を脅かして
います。さらに、私たちの最も大切なもの、つまり、私たち自身の健康
や大切な家族の健康をも脅かそうとしています。

生命保険は、お客さまの一生涯にわたる、さらには世代を超える
お約束であり、終わりのない仕事です。いかなるときでも、保障を
通じてお客さまにご安心をお届けする事業です。ご契約者本位という
想いのもと、１９２３年に相互会社として創業した富国生命は、
お客さまとその大切なご家族を最優先に考えてまいりました。大災害や
経済環境の激変にも見舞われましたが、相互扶助の精神のもと、
お客さまにお約束した保険金等を確実にお支払いするという揺るぎない
信念を持って、しっかりとお客さまに寄り添い乗り越えてまいりました。

創業以来、相互会社形態を貫く富国生命は、株主がいないため、
お客さまの利益を守ることだけを考え、過度な成長ではなく、お客さま
を守るための成長を追求してきました。こうした企業としてのあり方が、
信頼へとつながり、お客さまに安心していただくことができるものと
考えます。

富国生命では、お客さまにご不便をおかけすることのないよう十分に
留意しながら、職員の健康と安全を守るため、在宅勤務や国内外の出張
の自粛、大規模な会議の休止などの対策を実施しております。お客さま
におかれましては、ご心配の点がございましたら、ご遠慮なく最寄りの
支社やお客さまセンターにお問合わせください。新型コロナウイルス
との闘いは、長く辛いものになるかもしれませんが、決して孤独な闘い
ではありません。富国生命は、しっかりとお客さまに寄り添ってまいり
ます。

富国生命保険相互会社

代表取締役社長

コーポレートメッセージ（当社ＨＰ掲載）

 長期化や第２波に備えて万全の体制で
臨む

 マーケットの混乱などにも十分に耐えら
れる強固な健全性を確保できている

 Ｆａｃｅ ｔｏ Ｆａｃｅの活動とＩＴ活用の両立と
いう新しい課題に取り組む

 相互扶助の精神のもと、しっかりとお客さま
に寄り添い、未来永劫お客さまとの約束
を守っていく

当社の考え方

基本原則

①お客さまおよび職嘱員をはじめとする

人の命を最優先に考えること

②われわれの事業活動により、感染者

が増えていくことは絶対に回避する

こと



富国生命保険相互会社

１００周年に向けて
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「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ」（ザ・ミューチュアル）とは

次の１００年に向け進化する次代の“相互扶助”のこと

そして、フコク生命に関わるすべての人のつながりを深め支えあい

真の“相互扶助”を体現する組織を目指すフコク生命の決意

【創業】
 『保険事業の進むべき方向は、「ご契約者本位」しかない』という想いのもと相互会社として創業
 創業以来、相互会社形態を貫く唯一の会社

【１００周年プロジェクトスタート】
 フコク生命が考えていることや想いを、１００周年プロジェクトのスタートアップとして宣言
 １００周年までの５年間で、次代の相互扶助を模索しながら発信していく

【１００周年】
 「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ」の体現
 フコク生命に関わるすべての人と笑顔で共感しあえる会社となる

【創業から１００周年に向けて】

１００周年プロジェクトに関する情報は
特設ＷＥＢサイトにて公開中

https://fukoku100.jp
【分科会（NEXT１００）活動スタート】
 「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ」体現のための推進エンジン
 「ＦＩＮＤ TＨＥ ＭＵＴＵＡＬ」や「対外PR」など１１のテーマで活動を展開

19231923

2023

2018

2019



富国生命保険相互会社

1980年代

バブル経済

2000年代前半

2008～09年

資産運用戦略

1960年代

1970年代

1990年代後半

財務戦略
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経営の差別化の歴史

自主独立路線のもと、経営の差別化を図る

2013年

2017年

 経営理念：

ご契約者の利益擁護
 『最大たらんよりは最優たれ』

 円高局面で外国公社債
を積み増し⇒収益性向上

 金融資本市場が混乱する中、
リスク性資産を機動的に圧縮

 基金の証券化、ユーロ建劣後債発行等
の資金調達の多様化

 不透明な運用環境の中、流動性を重視し、
国内公社債中心の運用へシフト

 リスク性資産（不動産・株式）への投資を抑制

 本社ビルの建設 【1980年】

 業界初の平準純保険料式責任準備金の積立 【1961年度決算】

 高度経済成長の始まりにおいて、株式投資に積極的に取り組む

 生保業界初となる特約組立型の主力商品『未来のとびら』を発売【2013年度】

 窓販チャネルを子会社（フコクしんらい生命）に分離 【2008年度】

 健康配当（入院給付金のお支払いがない医療保険契約に対する配当）
の開始【2005年度】

 セコム損保との提携による生損保セット型商品の提供 【2004年度】

 金融機関窓販への反対論が多い中、将来を見据えて参入【2002年度】

 自己責任原則が浸透していない中、
「変額保険」は販売せずの方針

 医療保険の提供による第三分野への注力
【1983年度】

 他社に先駆けて「保有純増主義」を
打ち出す 【1981年度】

 継続率改善への取り組み

 効率的な職域営業の
取り組みを開始

 個人保険8年連続の増配【2019年度】

2019年

創業９７周年

2016年

 業界初の保障内容を盛り込んだ医療保険『医療大臣プレミアエイト』を発売【2016年度】

保険販売・商品戦略
 徹底した差別化で

お客さまから最も評価
される会社へ

 『「お客さま基点」の
業務運営方針』公表
【2017年度】

 「お客さま基点」を
価値観に位置付ける
【2008年度】

 「お客さま基点」に
向けた取組みを開始
【2005年度】

 短期・長期の就業不能リスクに備えた就業不能保障特約
『はたらくささえプラス』を発売【2020年度】

2020年

2005年

2010年

1950年代



富国生命保険相互会社

 ２社合算の基礎利益は826億円

 団体保険の料率引下げや営業職員数増加にともなう費用増が押し下げ要因となったものの、富国生命単体の
利息及び配当金等収入が過去最高を更新するなど利差益が想定を上回り、前年度比9.5％減少にとどまる

基礎利益は減少

 富国生命、フコクしんらい生命合算の新契約高は前年度比1.9％増加の1兆6,688億円、新契約年換算保険料は、
前年度比15.6％増加の206億円

 ２社合算の保険料等収入については、前年度比9.1％増加の6,299億円

新契約高・新契約年換算保険料は2年連続増加

２０１９年度決算（案）のポイント

5

 ２社合算の保有契約年換算保険料は減少となったものの、
第三分野については、前年度末比1.4％増加の1,153億円と、開示以来16年連続で増加

第三分野の保有契約年換算保険料は16年連続増加

 連結ソルベンシー・マージン比率は、前年度末比95.3ポイント上昇の1,331.7％となり、引き続き高い水準を維持

引き続き高い健全性を維持

 2005年度決算から実施している入院給付金のお支払がない医療保険契約に対する健康配当を増配

 満期時の特別配当の対象を入院給付金のお支払がないまま満期を迎える医療保険契約にも拡大
 新型コロナウイルスの感染拡大によりご契約者の家計が影響を受けるなか、増配により実質的な保険料負担を軽減

個人保険は8年連続増配



富国生命保険相互会社

152 148 

26 
58 163 

178 

206 

富国生命 フコクしんらい生命

78 76 77

うち第三分野（富国生命、フコクしんらい生命合算）

129 128 124 

37 35 27 

167 163 
152 

14,025 
15,660 15,577 

250 
715 1,110 14,276 

16,375 16,688 

富国生命 フコクしんらい生命

12,697 12,445 12,223 

643 634 561 

13,341 13,079 12,784 

2017年度 2018年度 2019年度

（億円）

新
契
約
高

解
約
失
効
高

※個人保険と個人年金の合計保険業績の状況（２社合算） ～新契約・解約失効～

新契約・解約失効年換算保険料の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

• 新契約年換算保険料は前年度比15.6％増加

• 解約失効年換算保険料は前年度比6.9％減少と、

引き続き改善

• 新契約高は富国生命の主力商品が前年度と
同水準となったことに加え、フコクしんらい生命の
一時払商品が増加したことから前年度比1.9％増加

• 解約失効高は前年度比2.3％減少

6

新契約高・解約失効高の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

前年度比

1.9%
増加

前年度比

15.6%
増加

前年度比

2.3%
改善

前年度比

6.9%
改善

2017年度 2018年度 2019年度

新
契
約

年
換
算
保
険
料

8

解
約
失
効

年
換
算
保
険
料

154

（億円）



富国生命保険相互会社

4,043 3,964 3,851 

1,648 1,625 1,644 

5,692 5,590 5,496 

2017年度末 2018年度末 2019年度末

富国生命 フコクしんらい生命

254,338 251,603 248,855 

25,439 24,791 24,013 

279,777 276,395 272,868 

2017年度末 2018年度末 2019年度末

富国生命 フコクしんらい生命

保有契約高の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

保険業績の状況（２社合算） ～保有契約～

（億円）

保有契約年換算保険料の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

（億円）

• 保有契約年換算保険料は、前年度末比1.7％

減少、うちフコクしんらい生命は前年度末比
1.2％増加

• 第三分野の保有契約年換算保険料は前年度
末比1.4％増加の1,153億円

• 保有契約高は前年度末比1.3％減少

• 保有契約高の反転増加に向けて引き続き
取り組む

7

※個人保険と個人年金の合計

1,124 1,138 1,153

うち第三分野（富国生命、フコクしんらい生命合算）

前年度末比

1.4%
増加



富国生命保険相互会社

3,129 3,097 3,062

2,495 2,114 2,231

299 
518 

964 
5,971 5,774

6,299

2017年度 2018年度 2019年度

個人保険分野 団体保険分野 フコクしんらい生命

57 61 60 

216 

526 

57 

277 

587 

2017年度 2018年度 2019年度

定額年金保険 一時払終身保険 利率更改型一時払終身保険

（億円）
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保険料等収入の状況（２社合算） ～保険料等収入・金融機関窓販～

保険料等収入の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

• 保険料等収入は前年度比9.1％増加

• 富国生命は団体年金保険の増加により、フコク

しんらい生命は一時払終身保険の増加により、

２社ともに増加

• 2018年10月に発売した「利率更改型一時払終身
保険」により、貯蓄性商品の販売実績は大きく伸展

• 保障性商品の販売件数は前年度比減少

金融機関による保険販売の状況
（フコクしんらい生命）

【貯蓄性商品の販売実績（初回保険料ベース）】

（億円）

2,525 1,479 788 

1,277 
6,517 

5,127 
3,802 

7,996 
5,915 

2017年度 2018年度 2019年度

【保障性商品販売件数】

（件）

定期 医療

0 00

前年度比

9.1%
増加



富国生命保険相互会社

資産運用の状況（富国生命単体）
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500 501 488

100 93 87

450 507 498

135
150 160

156 104 132
145 148 152

1,548 1,554 1,563

2017年度 2018年度 2019年度

（億円）

利息及び配当金等収入※の状況

※売買目的有価証券運用益（損）に含まれる利息及び配当金等収入を含む

過去最高

• 世界的に長期金利が低位で推移したことから、内外の公社債への投資を抑制し、株価の下落局面では、
安定した配当が見込める株式を、リスクを適切にコントロールしつつ積増し

• 金融資本市場の変動率が高まった年度終盤には、含み益が大幅に増加した内外の国債を一部売却する
一方、割安と判断した内外の社債を購入するなど機動的な資産運用を実践

• 利息及び配当金等収入は、残高を積み増した株式の配当金増加などが寄与し、2年連続で過去最高を更新

主な運用資産の帳簿価額残高の増減額

一般勘定資産の資産構成比（ＢＳベース）

38.5% 37.5% 35.4%

9.1% 8.5% 8.4%

9.1% 12.5% 12.8%
17.4% 16.5% 15.3%
11.3% 10.2% 9.1%
4.3% 4.8% 4.1%

2017年度末 2018年度末 2019年度末

※ 損益計算書に計上した外貨建公社債の評価損益・為替換算損益を控除したもの

外国株式等
株式

その他
不動産

オープン外債

円貨建公社債

貸付金
現預金・コールローン
ヘッジ付外債

不動産賃貸料

外国株式等
配当金

外国公社債利息

その他の証券
配当金

公社債利息

貸付金利息

株式配当金

（億円）

円貨建公社債
（△855）

外貨建公社債
（△743）※

株式
（＋339）

現預金・コールローン
（＋2,742）



富国生命保険相互会社10

基礎利益・経常利益の状況

基礎利益の推移
（富国生命、フコクしんらい生命合算）

• 基礎利益は前年度比9.5％減少

• 富国生命単体の利息及び配当金等収入が過去最高

を更新するなど利差益が増加した一方で、団体保険

の料率引下げや営業職員数増加にともなう費用増

などが減少の主な要因

• キャピタル損益は有価証券売却益の増加などに

より、前年度比50億円増加

• 臨時損益には危険準備金や追加責任準備金と

いった内部留保の積増額を計上

• 経常利益は前年度比8.3％減少の488億円

経常利益・当期純剰余の推移
（富国生命単体）

（億円）
( 単位：億円 )

2018年度 2019年度

912           834           

579           475           

333           359           

 46         4              

 333        350       

533           488           

368           341           当 期 純 剰 余

基 礎 利 益

キ ャ ピ タ ル 損 益

臨 時 損 益

経 常 利 益

利 差

保険 関係 損益

984 912 826

2017年度 2018年度 2019年度



富国生命保険相互会社

2,729 2,605 2,382 

2,327 2,213 2,001 

2017年度末 2018年度末 2019年度末

リスクの合計額 うち資産運用リスク相当額

項　　　　　　目

ソルベンシー・マージン比率

（Ａ）

（1／2）×（Ｂ）
×100

1,081.2% 1,290.8%1,189.7%

11

ソルベンシー・マージン比率の推移（単体）

• マージン総額が有価証券の含み益の減少や内部留保

の積増しなどにより概ね横ばいとなった一方で、リスク

の合計額が為替ヘッジ比率の引き上げなどにより

減少し、前年度末から101.1ポイント上昇の1,290.8％

健全性の状況

7,728 8,152 8,576 

1,226 1,386 1,459 
4,181 4,270 3,556 
1,619 1,691 1,786 

14,756 15,501 15,378 

2017年度末 2018年度末 2019年度末

自己資本 土地の含み損益×85% その他有価証券の評価差額×90% その他

■ソルベンシー･マージン比率

■リスクの合計額（Ｂ）

■ソルベンシー･マージン総額（Ａ）

（億円）

（億円）

• 連結ソルベンシー・マージン比率は、前年度末から

95.3ポイント上昇し、1,331.7％と引き続き高い

水準を維持

ソルベンシー・マージン比率の推移（連結）

15,564 16,330 16,164 

2,760 2,641 2,427 

1,127.4%
1,236.4%

1,331.7%

2017年度末 2018年度末 2019年度末

ソルベンシー・マージン総額 リスクの合計額 ソルベンシー・マージン比率

（億円）

2017年度末 2018年度末 2019年度末



富国生命保険相互会社

オンバランスの自己資本強化と継続的なリスク・マネジメント（富国生命単体）

12

• 経常益による内部留保の積上げを第一義とし、適時、外部調達を行うことで自己資本を強化

• 2019年度においては、基金120億円の追加募集など424億円の自己資本を積増し

• ＥＲＭを着実に進め、保険金等の確実なお支払いと配当還元の充実を通じ、ご契約者に安心・満足を提供

自己資本の
積増額

2009年度
以降累計

5,109
億円

1,817 1,878 1,739 1,733 
1,894 2,016 

2,389 
2,079 

2,327 
2,729 2,605 2,382 

2,678 2,758 
2,978 3,050 

3,364 
3,780 

4,374 

5,028 
5,332 

5,708 
6,132 

6,537 

788 774 752 678 

1,011 

1,573 
1,489 

1,719 

2,019 
2,019 

2,019 
2,039 

3,466 3,532 3,730 3,729 

4,376 

5,354 
5,864 

6,747 

7,351 
7,728 

8,152 
8,576 

6.29% 6.29% 6.57% 6.54%
7.28%

8.61% 8.87%

10.40%
11.20%

11.66%
12.20%

12.63%

リーマン・ショック
←前 / 後→

基金追加
募集

150億円

2008年度末 2009年度末 2010年度末 2011年度末 2012年度末 2013年度末 2015年度末 2016年度末2014年度末

（億円）

外
部
調
達

【自己資本比率の長期推移および内訳】

自己資本の
対総資産比率

リ
ス
ク
の
合
計
額

■内部留保 ■外部調達 ■リスクの合計額
－自己資本の対総資産比率

自
己
資
本

2017年度末 2018年度末

65 198 ▲0 646 977 510 883 604 376▲224 424

2019年度末

424

基金追加
募集

200億円

永久
劣後債

300億円

永久
劣後債

5億米ﾄﾞﾙ

基金追加
募集

100億円

永久
劣後債

5億米ﾄﾞﾙ

永久
劣後債

500億円

劣後債
300億円

基金追加
募集

120億円

自己資本
の積増額



富国生命保険相互会社

 個人保険・個人年金保険
－個人保険について8年連続の増配。

－健康で給付金のお支払いがなかったご契約者の配当に対する期待に応えるため、2005年度決算から
医療保険契約に対して実施している健康配当を増配する。さらに2014年度決算において復活させた満期

時の特別配当について、これまでの死亡保障契約に加え、入院給付金のお支払いがないまま満期を迎える
医療保険契約も新たに対象とする。

－新型コロナウイルスの感染拡大によりご契約者の家計が影響を受けるなかで、増配により実質的な保険料
負担を軽減し配当に対するご期待に応える。

－医療保険の配当総額は本増配により3億円増加して36億円。増配対象は106万件。

入院給付金のお支払いがないまま満期を迎える医療保険契約の場合、配当金は平均すると1件当たり
22,000円程度。

２０１９年度決算の社員配当金案

13

相互会社である当社は、今後とも強固な財務基盤を維持しながら、配当還元の充実を通じてお客さまの実質的な保険料

負担の軽減をさらに進める。

40歳加入、男性、10年更新型、口座振替月払
① 定期付新積立型介護保険（5年ごと利差配当）

死亡保険金3,000万円＋新積立型介護保険の死亡給付金
介護保険金50万円

② 医療大臣プレミア（5年ごと配当）
入院日額6千円

40歳加入、男性、15年更新型、口座振替月払
① 定期付積立型介護保険（5年ごと利差配当）

死亡保険金2,900万円＋新積立型介護保険の死亡給付金
介護保険金100万円

② 医療大臣（5年ごと利差配当）
入院日額6千円、120日型、無事故給付金あり

■ 例1 医療パック定期付新積立型介護保険
［医療保険について満期まで入院給付金のお支払いがない契約の場合］

■ 例2 医療パック定期付新積立型介護保険
［医療保険について満期まで入院給付金のお支払いがない契約の場合］

 14,402円 89,718円  [6,331円] 8.1%

うち医療保険   2,568円 17,955円  [6,331円] 6.3%
※保険期間（10年）を通じた保険料の払込総額に対する配当金総額の割合

  17,642円 163,855円  [17,667円] 10.2%

うち医療保険   3,114円 29,973円  [17,667円] 7.1%
※保険期間（15年）を通じた保険料の払込総額に対する配当金総額の割合

保険料に対する
配当金の割合

保険料に対する
配当金の割合

2005年度（15年）

加入年度
（経過年数）

2020年度の受取配当金案
[増配額]月払保険料

加入年度
（経過年数）

2020年度の受取配当金案
[増配額]

2010年度（10年）

月払保険料

※

※


